
浜武しんいちのプロフィール
昭和40年10月23日東京生まれ55才

日佐小→山口小→二日市中→東福岡高卒業
工業デザイナー契約 ● 21才

久留米大学法学部法律学科入学 ● 21才
広告デザイン・番組制作 ● 26才
久留米大学卒業・政界へ ● 27才

数学専門塾開講 ● 27才
筑紫野市議選次次点(626票) ● 29才
筑紫野市議選当選(1200票) ● 33才
筑紫野市議選二選(1581票) ● 37才
FMラジオパーソナリティ ● 38才
衆議院補選落選(2857票) ● 39才

筑紫野市議選三選(1328票) ● 41才
筑紫野市長選落選(3764票) ● 45才

福岡県議選落選(5422票) ● 45才
衆議院福岡５区落選(1 1213票) ● 47才

参議院福岡選挙区落選(14586票) ● 53才
現在／つばさの党(旧オリーブの木)副代表

家族／妻 弘子(主婦・旧姓平山)

下記ＱＲコードから
HP や各種ＳNＳに
接続。TW には
気になる世界情報を
浜武しんいちが日々
厳選セレクト！
活動日誌には
衆議院中継が
ワンクリックで
ご覧になられます！

産業政策・生産性向上
防衛装備品原発輸出カジノに頼らず

個人・家族経営、一人親方が持続可能な
分散ネットワーク型経済へ

内外法人に大卒採用者数に応じた大学
運営費を負担。資格試験の講義は

YouTubeで配信。グローバル化に耐える
人材教育の環境を国家が国民に保障する

税制医療改革・福祉国家
税制は思いやり。累進課税を以前の
税率に戻す。GAFA外資課税実施で

米西海岸に流出する日本の富を止める
コロナで判った医療資源の偏りを是正

社会福祉法人の入れ替えを断行
社会保障料の使途を見直し財源を捻出
年金で入所できる特養施設の整備充実

衆議院福岡第５選挙区
福岡市南区(鶴田・老司・弥永西・弥永)
春日市・筑紫野市・大野城市・太宰府市
朝倉市・那珂川市・筑前町・東峰村

浜武レポート
Hamatake Report

元筑紫野市議会議員 浜武しんいち

2021.01.01

衆 議 院
福岡５区

震災復興勝手連に参加
宮古→気仙沼→飯館村

イラク・バクダッド
グローバルレインボーシップ

人道的支援

中国内蒙古クプチ沙漠にて
日中植林活動に参加

筑紫野市山家地区
産廃処理施設設置計画について
環境影響調査書に基づき
YouTubeで詳説

〒818-0046 福岡県筑紫野市大字山口1913番地8
080-5262-5488／call@hammar. jp

一
八
四
八
年
イ
ギ
リ
ス
で
コ
レ
ラ

が
大
流
行
し
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
政

府
は
下
水
道
整
備
を
始
め
ロ
ン
ド
ン

は
衛
生
的
な
都
市
に
変
わ
り
ま
し
た
。

伝
染
病
は
現
代
社
会
の
弱
点
を
暴

き
時
の
政
府
は
克
服
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
コ
ロ
ナ
も
様
々
な
政
治
的

課
題
を
顕
在
化
さ
せ
ま
し
た
。

二
○
○
○
年
に
始
ま
る

「e-Jap
an

構
想
」
。
２
兆
円

を
投
じ
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
進
め
ま
し
た
。

し
か
し
10
万
円
の
特
別
給

付
金
は
手
作
業
で
し
た
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
維
持
管
理

に
五
千
億
円
を
超
え
る
税
金

が
毎
年
使
わ
れ
て
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
庁
が
新
設
さ
れ

ま
す
が
ど
う
も
こ
の
反
省
は

生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、
給
付
や

還
付
は
考
え
な
い
使
う
側
重

視
の
「
プ
ッ
シ
ュ
型
行
政
サ
ー

ビ
ス
シ
ス
テ
ム
」
の
よ
う
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も

生
徒
の
学
力
や
試
験
の
結
果
を

入
力
し
先
生
の
指
導
を
助
け
る

用
途
を
文
科
省
は
発
表
し
ま
し

た
が
「
ど
う
せ
作
っ
た
ん
だ
か

ら
何
で
も
乗
せ
て
し
ま
え
」

で
は
仕
事
だ
け
増
え
、
本
来
の

行
政
の
簡
素
化
は
進
ま
ず
、

Ｉ
Ｔ
業
界
に
都
合
の
い
い
浪
費

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

ス
ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
に
情
報

取
得
者
の
通
知
な
ど
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
を
上
げ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
よ
う
に
簡
素
な
入
力
で
税
務

申
告
を
ク
ラ
ウ
ド
上
で
完
結

さ
せ
る
。
ま
た
デ
ジ
タ
ル
に

協
力
す
る
納
税
者
に
は
所
得

に
応
じ
て
消
費
税
の
一
部
を

還
付
す
る
ぐ
ら
い
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
与
え
る
話
も
聞
こ
え
ま
せ
ん
。

電
算
化
さ
れ
て
も
そ
ろ
ば
ん
時
代
の

職
員
定
数
が
減
る
ど
こ
ろ
か
増
え
る

役
所
。

デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
と
同
時
に
職
員

一
人
一
人
の
職
制
を
見
直
し
削
減
も
し
く

は
福
祉
部
門
へ
配
置
転
換
を
進
め
、

消
費
税
還
付
す
る
く
ら
い
の
コ
ス
ト

削
減
目
標
を
掲
げ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

次
に
コ
ロ
ナ
が
明
ら
か
に
し
た
こ

と
。
そ
れ
は
医
療
現
場
の
問
題
で
す
。

報
道
で
は
医
療
現
場
は
逼
迫
し
て

い
る
と
報
じ
ま
す
。

他
方
、
患
者
が
減
っ
て
経
営
危
機

の
病
院
が
多
数
と
も
報
じ
て
ま
す
。

識
者
は
こ
れ
は
「
医
療
リ
ソ

ー
ス
の
偏
在
」
の
た
め
と
解
説

し
ま
す
。
即
ち
暇
な
病
院
と

忙
し
い
病
院
に
分
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

公
表
の
承
諾
を
得
た
福
岡
県

（
コ
ロ
ナ
）
診
療
・
検
査
医
療

機
関
一
覧
に
よ
る
と（
12
／25

現
在
）

大
野
城
市
３
件

太
宰
府
市
３
件

那
珂
川
市
３
件

朝
倉
市
４
件

筑
前
町
１
件

東
峰
村
１
件

春
日
市
１
件

そ
し
て
議
員
の
コ
ロ
ナ
陽
性

者
が
出
た

筑
紫
野
市
は
０
件
で
す
。

医
療
福
祉
•
教
育
•警
察
行
政

は
国
会
で
は
な
く
県
会
議
員
の

仕
事
で
す
が
、
医
療
リ
ソ
ー
ス
の

移
動
の
権
限
は
県
知
事
に
は

な
く
要
請
に
留
ま
り
ま
す
。

医
師
免
許
を
持
っ
て
い
る
に

関
わ
ら
ず
復
職
さ
れ
な
い
女
医
も

多
い
と
聞
き
ま
す
（
女
性
差
別

入
試
）
。
一
人
の
医
者
を
一
人
前

に
す
る
の
に
八
千
万
円
程
の

国
費
が
か
か
り
ま
す
。

社
会
保
障
給
付
費
は

二
○
一
八
年
一
二
四
兆
円
　
　

二
○
年
一
二
八
兆
円

二
五
年
一
四
○
兆
円

四
○
年
一
九
○
兆
円

見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た（
コ
ロ
ナ
前

の
試
算
、
勿
論
増
え
ま
す
）
。

こ
れ
は
待
機
児
童
問
題
と
同
根
で

抜
本
的
な
社
会
福
祉
法
人
改
革
を
断
行

し
な
い
限
り
国
民
負
担（
保
険
料
）は

上
が
り
続
け
て
も
満
足
な
サ
ー
ビ
ス

（
検
査
・
診
療
）は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

−２− 浜 武 レ ポ ー ト 2021年（令和３年）１月１日（金曜日）

強い郷土・地方に人あり
自由化に耐え、外資支配を撥ね除ける

地方政治力、経済力の強化。地方大学から
政府要職者登用の道を拓き、どこに生まれ
ても最高の教育と人材に出会える国日本
育った人材がデジタルを駆使し少人数でも
豊かになる社会創造を日本全土で競う
人は城、人は石垣、人は堀、強い郷土

コロナが明らかにした不都合な真実



−１− 浜 武 レ ポ ー ト 2021年（令和３年）１月１日（金曜日）

グ
ロ
ー
バ
ル
化

明
治
に
な
り
日
本
の

人
口
は
急
激
に
増
え
ま
し

た
。そ

れ
は
関
所
が
廃
止

さ
れ
物
流
網
が
発
達
。
食

糧
の
移
動
が
自
由
に
な
り

餓
死
者
が
減
っ
た
か
ら
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
が
豊
か
に
な
れ
ば

平
和
が
来
る
。
米
国
は
世
界

に
自
由
な
貿
易
と
法
律
が

必
要
だ
と
唱
え
ま
す
。

仕
事
を
変
え
な
い
と

地
球
の
裏
側
か
ら
大
豆

や
小
麦
を
買
う
時
代
。

豪
州
が
高
け
れ
ば
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
。
ネ
ッ
ト
で
瞬
時

に
買
え
る
時
代
。
買
い
付
け

ら
れ
た
側
は
ホ
ク
ホ
ク
だ

が
解
約
さ
れ
た
ら
在
庫
に
。

「
壊
れ
る
か
ら
日
本
製
」
。

中
国
韓
国
製
の
家
電
が

敬
遠
さ
れ
て
い
た
の
は
過

去
。
ス
マ
ホ
の
大
半
は
米
、

中
、
韓
国
製
。

売
れ
な
い
モ
ノ
を
作
っ
て

い
た
労
働
者
は
切
り
捨
て

ら
れ
る
。
こ
れ
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
。
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

化
を
進
め
る
こ
と
を
規
制

緩
和
と
呼
び
ま
す
。

副
業
・
独
立
を
推
奨
？

国
は
規
制
緩
和
の
旗
を

振
り
、
マ
ス
コ
ミ
が
煽
っ
て

い
ま
す
。

七
社
会
の
一
つ
Ｊ
Ｒ
九
州
。

海
外
投
資
家
の
株
式
保
有

比
率
44
・
71
%（
19
年
三
月

期
）
九
州
の
雇
用
形
態
も

終
身
雇
用
か
ら
外
資
が
好
む

ジ
ョ
ブ
型（
契
約
）に
変
わ
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

大
手
都
市
銀
行
み
ず
ほ

銀
行
は
週
休
三
、四
日
制
を

導
入
。
副
業
は
19
年
解
禁
し

認
め
て
い
ま
す
。

「
中
抜
き
？
」
と
騒
が
れ

て
い
た
広
告
代
理
店
大
手

電
通
も
「
新
し
い
働
き
方
」

と
し
て
今
年
か
ら
社
員
を

個
人
事
業
主
に
し
業
務
委
託

契
約
を
結
び
始
め
ま
し
た
。

「
リ
ス
ト
ラ
と
い
う
考
え

は
１
ミ
リ
も
な
い
」
と
経
営

陣
は
答
え
て
い
ま
す
。

菅
首
相
の
実
績

安
倍
政
権
を
支
え
た

菅
首
相
の
官
房
長
官
時
代
の

足
跡
は
外
国
人
労
働
者
の

受
け
入
れ
、
外
国
人
投
資
家

へ
の
日
本
市
場
の
解
放
。

そ
し
て
カ
ジ
ノ
誘
致
。
規
制

緩
和
の
連
続
で
す
。

年
金
資
金
の
外
国
人
投

資
家
へ
の
解
放
も
菅
総
理

の
実
績
の
一
つ
で
す
。

民
主
党
政
権
時
株
価
は

八
〇
〇
◯
円
台
で
確
か
に

上
が
り
ま
し
た
。
し
か
し

東
証
日
経
平
均
株
価
が
一
万

九
五
〇
〇
円
を
切
る
と
年
金

そ
の
も
の
が
毀
損
し
ま
す
。

株
価
維
持
の
た
め
外
資

依
存
＝
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

菅
政
権
は
進
め
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

菅
政
権
の
言
い
分

Ｇ
Ｄ
Ｐ
目
標
６
０
０
兆

円
。
消
費
税
10
%
で
税
収

60
兆
円
に
な
り
ま
す
。
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
上
が
れ
ば
税
収
も

上
が
り
ま
す
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
で
減
収

し
て
い
る
の
で
菅
自
公
政
権

は
Go
To
を
強
行
し
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
多
少

の
感
染
が
拡
大
し
て
も
実

施
す
る
よ
う
で
す
。

何
故
な
ら
令
和
３
年
度

予
算
は
３
年
連
続
百
兆
円
を

越
え
て
お
り
、
と
て
も
足
ら

な
い
。

そ
う
な
る
と
国
外
か
ら

の
お
金
が
頼
り
。

今
外
資
に
逃
げ
ら
れ
た
ら

年
金
に
穴
が
開
く
だ
け
で

は
済
み
ま
せ
ん
。

投
資
家
に
手
厚
い
政
権

二
◯
一
二
年
か
ら
続
く

自
公
政
権
は
ま
ず
は
会
社

（
投
資
家
）。
景
気
が
よ
く

な
れ
ば
個
人
が
救
済
さ
れ

る
、
の
順
番
で
し
た
。

世
界
は
ど
う
か
？
10
万

円
の
特
別
給
付
金
の
例
外

は
あ
り
ま
し
た
が
海
外
は
違

い
ま
す
。

例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の

コ
ロ
ナ
経
済
対
策
は
従
業

員
の
給
与
の
補
填
、
個
人

給
付
で
雇
用
主
の
負
担
を

減
ら
す
の
で
す
。

国
民
任
せ

国
の
無
策

と
こ
ろ
で
日
本
の
人
材

育
成
、
能
力
開
発
は
会
社

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）に
頼
っ
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
終
身
雇
用
の

崩
壊
で
会
社
に
人
を
育
て
る

余
力
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

他
方
国
は
会
社
に
頼
り

き
っ
て
い
た
た
め
先
進
国
の

中
で
も
最
低
の
能
力
開
発
費

し
か
予
算
化
し
て
ま
せ
ん
。

職
能
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
一
貫
と
し
て
「
資
格
」
が

あ
り
ま
す
が
そ
の
取
得
費

用
は
個
人
家
庭
が
主
に
負
担

し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

大
学
を
卒
業
し
な
い
と
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
で
撥
ね
ら
れ

る
会
社
が
多
い
の
で
す
が
、

そ
の
入
り
口
に
辿
り
着
く

た
め
の
費
用
も
家
庭
が
負

担（
借
金
）し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
規
制
緩
和
、

自
由
化
を
急
激
に
進
め
、

社
会
構
造
を
変
え
て
い
る

の
は
菅
自
公
政
権
で
す
。

政
権
は
国
民
の
個
人
負

担
・
家
庭
負
担
の
上
で
社

会
や
経
済
が
支
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
を
留
め
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

学
び
の
機
会
の
保
障

12
年
以
降
の
自
公
政
権
の

弱
点
を
コ
ロ
ナ
は
暴
き
出
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
個
人
・
家
庭

軽
視
の
政
策
が
国
民
・
家
庭
を

窮
地
に
追
い
詰
め
て
い
ま
す
。

冷
戦
後
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

進
む
世
界
。
技
能
の
高
い
個

人
を
多
く
育
て
た
国
の
方
が

新
商
品
・
発
明
も
生
ま
れ
、

住
民
も
幸
せ
に
な
る
は
ず

で
す
。

国
家
は
激
動
の
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
個
人
に
投
資

（
教
育
の
機
会
の
提
供
）し
強

い
個
人
を
創
る
方
向
に
舵
を

切
る
決
断
を
す
べ
き
で
す
。

授
業
（
講
話
）
は

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
に

例
え
ば
資
格
試
験
に
有
用

な
授
業
は
国
が
買
取
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も

学
び
直
せ
る
よ
う
に
す
る
。

学
術
会
議
の
先
生
の
授
業

も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
残
す
よ
う

に
し
全
国
民
が
共
有
で
き
る

よ
う
に
す
る
。

高
校
や
中
学
の
授
業
も
動

画
に
残
す
。
毎
日
や
っ
て
い

る
の
だ
か
ら
費
用
は
発
生
し

な
い
。
す
ぐ
に
で
も
で
き
る
。

教
育
ま
で
産
業
化
す
る
の
で

は
な
く
お
金
を
か
け
ず
国
民

が
学
べ
る
環
境
を
国
家
が
創

る
発
想
の
転
換
が
必
要
で
す
。

階
段
を
国
民
に
多
く

創
る
事
、
残
す
事
。

中
国
の
人
口
は
11
億
人

日
本
の
10
倍
。
数
・
軍
事
で

は
勝
ち
目
は
な
い
。
し
か
し

香
港
、
ウ
ィ
グ
ル
に
人
権
は

な
く
中
国
で
は
農
村
の
子

は
指
導
者
に
な
れ
な
い
。

国
民
の
力
（
「
個
力
」
と

呼
ぼ
う
）を
上
げ
る
政
策
を

総
動
員
す
れ
ば
日
本
に
活
路

は
拓
け
る
は
ず
で
す
。

素
手
で
闘
え
る

人
間
を
増
や
す

菅
総
理
へ
の
期
待
は
大

き
か
っ
た
。
規
制
緩
和
で

世
襲（
親
の
職
業
）や
肩
書

き
（
屋
号
・
出
身
大
学
）
に

関
わ
ら
ず
人
材
登
用
さ
れ
る

社
会
が
で
き
る
と
期
待
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
足
元
で
は
県
議

会
議
長
経
験
者
、大
臣
経
験

者
す
ら
金
看
板
に
す
が
り
、

そ
れ
が
な
い
と
何
も
で
き
ず

相
手
に
さ
れ
な
い
事
が
明
ら

か
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
日
本
で
は
外

資
や
中
国
と
闘
え
ま
せ
ん
。

今
年
は
選
挙
の
年
。
未
来
を

変
え
よ
う
あ
な
た
の
一
票
で
。
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人
口
11
億
人
の
中
国
の
脅
威
に
対
抗
す
る
に
は

会
社（
投
資
家
）優
遇
よ
り
個
人
・
家
庭
の
優
遇

そ
の
流
れ
を
変
え
る
の
は
国
民
の
一
票
！


